
 

 

 

 

 

地域を学ぶ ― 地域でつながる ― 地域に還す ● 

 

 

日程 場所 学習内容 

平成 30 年 

２月 21 日(水) 

10:00～12:00 

佐東公民館 

テーマ：わらべうたで子育て支援 

○わらべうたについて 

 ・わらべうたとは 

 ・わらべうたの分類 

・成長の段階をおって，人として大切なもの 

・わらべうたは日本語のリズム 

○実践してみよう 

・手遊び 

・集団遊び 

・数遊び 等 

平成 31 年 

２月 13 日(水) 

10:00～12:00 

テーマ：絵本から始める子育て支援 

○大人から子どもへ～絵本を手渡しするためのアドバイス～ 

・楽しい時間の提供 

・コミュニケーションの道具（しつけや文字を覚えるものではない）等 

○読み聞かせでの本の持ち方，読み方 

・子どものペースで読む 

・教育にこだわらない 等 

○絵本の選び方 

 

対象 

参加者 

子育て支援等の活動に携わっている方，子育て中の方，関心のある方（参加者 29 年度：17人，

30 年度：10 人） 

託児（29年度：1人，30年度：1人）（先着５人：無料） 

経費 
参加費０円 

講師謝金 12,000 円，監護謝礼金 1,800 円（託児１組利用） 

連携先 
子育て支援者ボランティア 

 

 

 

 

 

 

１ 学習プログラムの展開 
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○子育て支援者ボランティア（まほうのポケット，子育てサロン Sugar，図書ボランティア，託児ボランテ
ィア）へ案内する。 

○行事等の少ない２月に実施することで参加しやすいようにする。 

○子育て中の方も参加しやすいように託児付きとする。（託児ボランティアに監護者になってもらう） 

○子育て支援者，子育て中・孫育て中の方がそれぞれ目的をもって参加されていた。 

○講師による学習会は大人自身が癒され楽しい学習の場となった。 

○アンケート結果（今後の活用意欲 100％）「子供たちに伝えていきたい」「支援活動に活かしていきたい」と
あり，ねらい通りの成果を得た。 

○託児付にしたことで子育て中の方の参加が得られた。 

○参加者の中には，スキルアップまで望まない方もおられ，意欲を高めることが難しい。 

○継続を望む声も多く，引き続き公民館として支援者への学習の場を提供していきたい。 
（例）救急救命，ＡＥＤの使い方等 

○公民館で子育て支援等に携わる活動をしている人（団体）に活動のステップアップとなる学習機会を提供
する。 

○ボランティア同士の情報交換・交流の場とする。 

○子育て支援ボランティア活動する上で身に付けておくとよい技能を身に付ける。 

○子育て支援ボランティア団体同士のネットワークを構築する。 

○ボランティア活動への意欲を高める。 

２ 講座設定の理由（事業の目的） 

３ 学習目標 

４ 事前に必要な知識や準備物 

５ 留意点 

６ 成果 

７ 課題 

８ 今後にむけて 


